
指定金融機関制度

もうすぐ１年生

まちのわだい

社会福祉協議会だより

なかよしシグナル

国民年金・じんけんの詩

溝口文芸・国保データ

2・3

4・5

6

7

8・9

10

11

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

　３月７日に、鬼の館ホールにおい

て町民ミュージカル「先達の夢」が

行われました。

　すばらしい演技で、感動の輪が広

がり大きな拍手が送られていました。
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町
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
た
め
、
「
指
定
金
融
機
関
制
度
」
を
四

月
一
日
か
ら
導
入
し
ま
す
。

　
溝
口
町
は
、
指
定
金
融
機
関
に
山
陰
合

同
銀
行
を
、
指
定
代
理
金
融
機
関
に
は
鳥

取
銀
行
、
米
子
信
用
金
庫
、
お
よ
び
鳥
取

西
部
農
業
協
同
組
合
を
、
収
納
事
務
取
扱

郵
便
官
署
に
は
郵
便
局
（
収
納
口
座
振
替

の
み
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
町
へ
の
支
払
い
、
あ
る
い
は

町
か
ら
の
支
払
金
の
受
け
取
り
に
つ
い
て
は
、

現
金
で
の
取
扱
い
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
制
度
の
実
施
に
よ
り
、
今

後
は
「
口
座
振
替
」
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
町
へ
の
支
払
い

①
　
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
場
合

　
納
入
さ
れ
る
方
が
、
指
定
金
融
機
関
等

に
預
金
口
座
を
設
け
て
お
ら
れ
る
場
合
、

そ
の
預
金
口
座
か
ら
町
の
預
金
口
座
へ
振

り
替
え
て
収
納
す
る
方
法
で
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
口
座

の
あ
る
町
内
金
融
機
関
で
「
口
座
振
替
依

頼
書
」
の
用
紙
を
受
け
取
り
、
記
入
の
上
、

金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

既
に
口
座
振
替
の
方
は
、
手
続
き
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
　
現
金
を
納
付
さ
れ
る
場
合

　
従
来
ど
お
り
納
入
通
知
書
に
現
金
を
添

え
て
、
指
定
金
融
機
関
等
も
し
く
は
役
場

出
納
室
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
か
ら
の
受
け
取
り

①
　
口
座
振
替
に
よ
る
受
け
取
り

　
こ
の
制
度
に
よ
り
、
役
場
の
窓
口
に
出

か
け
な
く
て
も
最
寄
り
の
金
融
機
関
に
お

い
て
、
自
分
の
指
定
し
た
口
座
で
公
金
（
補

助
金
等
）
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
現
金
払
い
か
、
も
し
く
は

あ
ら
か
じ
め
領
収
書
を
つ
け
て
請
求
し
て

い
た
だ
き
口
座
振
替
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
請
求
に

も
と
づ
い
て
口
座
振
替
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

（
領
収
書
の
提
出
は
不
要
で
す
。
）

　
口
座
振
替
に
よ
る
受
け
取
り
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
役
場
出
納
室
か
ら
「
債
権
者

登
録
申
請
書
」
の
用
紙
を
受
け
取
っ
て
、

記
入
の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
従
来
ど
お
り
役
場
出
納
室
で
の

現
金
の
受
け
取
り
も
で
き
ま
す
。

　
支
払
日
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
は
、
毎
月
五
日
、
十
五
日
、

二
十
五
日
に
、
役
場
出
納
室
で
現
金
の
支

払
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
指
定
金
融

機
関
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
毎
週
木
曜
日

が
支
払
日
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
毎

月
三
回
か
ら
四
回
の
支
払
日
と
な
り
、
で

き
る
だ
け
早
く
支
払
い
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
指
定
金
融
機
関
制
度
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
詳
し
い
こ
と
が
知
り
た
い
方
は
、
役
場

出
納
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

制度導入で変わる点

税金・保育料・水道料等

を納めていただく場所

町の支払日、場所、方法

公金の取り扱い時間

現在（３月３１日まで）

・役場出納室

・町が依頼した金融機関

・毎月５のつく日

・役場出納室

・現金払

・金融機関
　　　9：00～15：00

・役場出納室
　　　8：30～17：00

４月１日からの取り扱い

（制　度　導　入　後）

（指定金融機関等）

山陰合同銀行・鳥取銀行・鳥取西部農協・

米子信用金庫・郵便局（口座振替のみ）

役場出納室

・毎週木曜日

　（但し、この日が祝日等の場合は翌日）

・指定された預金口座に振り込み

・役場出納室

・指定金融機関等　９：００～１５：００

・役場出納室　　　８：３０～１７：００

調　印　式

見本

溝口町役場

指定金融機関

・山陰合同銀行

収納代理金融機関
及び収納事務取扱
郵便官署

・鳥取銀行

・米子信用金庫

・鳥取西部農業協同組合

・郵便局

納入義務者及び債権者

（町民及び事業者の方）

現金

口
座
振
替

口
座
振
替

支払

納付
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篠田麻由さん（谷川）
看護師さん

篠原亮一くん（長山）
サッカー選手

牧野竜二くん（溝口）
サッカー選手

田中千華さん（金屋谷）
パン屋さん

入江マリ子さん（金屋谷）
ピアニスト

山根彩美さん（中祖）
剣道の選手

下村　廉くん（溝口）
プロ野球選手　

権代真泰くん（上野）
プロ野球選手

福吉千結さん（溝口）
Aコープのおみせ屋さん清水　直くん（溝口）

サッカー選手
神庭秋穂さん（大内）
ケーキ屋さん

矢田貝梨穂さん（大江）
看護師さん

景山桃子さん（金屋谷）
看護師さん

篠原稜哉くん（谷川）
プロ野球選手

景山彩香さん（溝口）
花屋さん

井上亜紀さん（根雨原）
看護師さん

瀬尾晃平くん（古市）
おすし屋さん

河野龍海くん（金屋谷）
プロのフィッシャーマン

瀬尾欣紀くん（中祖）
サッカー選手

佐蔵恵美さん（溝口）
看護師さん

瀬尾幸乃さん（中祖）
パン屋さん

景山優太くん（金屋谷）
サッカー選手

森田　渚くん（溝口）
プロ野球選手

岡本沙耶さん（溝口）
ケーキ屋さん

伊沢和希くん（二部）
野球選手

忠田綾香さん（二部）
バレーボール選手

安藤亜海さん（畑池）
絵本屋さん

中田敦士くん（福島）
野球選手谷口和香さん（二部）

絵本屋さん
影山愛菜さん（船越）
看護師さん

三島祐毅くん（三部）
野球選手

遠藤花奈さん（富江）
看護師さん

神庭拓斗くん（添谷）
野球選手

木村友紀くん（大滝）
大工さん

木村悠哉くん（大滝）
大工さん
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日
光
小
学
校
恒
例
の
冬
季
運
動
会
が
、
二
月

一
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
雪
上
綱
引
き
や
雪
合
戦
、
一
定
の
時
間
に
ど

れ
だ
け
高
く
積
め
る
か
を
競
う
「
雪
積
み
」
、

児
童
二
チ
ー
ム
と
保
護
者
チ
ー
ム
に
別
れ
て
の
「
雪

像
づ
く
り
」
等
冬
の
時
期
に
ち
な
ん
だ
様
々
な

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
も
よ
く
、
子
供
も
大
人
も
雪
ま
み
れ
に

な
り
な
が
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　二部公民館で「たたらまつり」が、２月２１日
から２３日まで開催され、大勢の人でにぎわいま
した。
　公民館１階には、同好会や地域の方々が制作し
た水墨画、書道、手芸、絵手紙などの作品ほか、
児童や園児の作品が会場いっぱいに展示されました。
　２階では「苦しかった時代の衣と食」と題した
特別展示も行われ、昭和初期から戦後までの着物
や当時の食事も再現され、訪れた人の目を引いて
いました。
　そのほか、彫刻家の辻晋堂や書道家の山根渓石
と交流のあった、故・伊達義男さん（二部）が生
前に収集された貴重な美術品も展示され、訪れた
人は作品の前で足を止めじっくり見入っていました。
　また、農産物の即売や親子ふれあいコーナー、
食生活改善コーナー、ぜんざいの無料サービスな
どもあり、期間中に約５３０人が訪れました。

　
今
年
で
二
回
目
と
な
る
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会

が
二
月
十
一
日
に
桝
水
高
原
ス
キ
ー
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
三
十
三
人
で
、
遠
く
か
ら
は
高

知
県
か
ら
出
場
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
男
子
の
部
〉

　
一
位
　
加
納
　
克
之
さ
ん
（
島
根
県
）

　
二
位
　
田
中
　
　
巧
さ
ん
（
大
栄
町
）

　
三
位
　
奥
田
　
倫
之
さ
ん
（
米
子
市
）

〈
シ
ニ
ア
の
部
〉

　
一
位
　
橋
本
　
洋
司
さ
ん
（
米
子
市
）

　
二
位
　
広
瀬
　
康
彦
さ
ん
（
境
港
市
）

　
三
位
　
植
田
　
英
樹
さ
ん
（
日
吉
津
村
）

〈
女
子
の
部
〉

　
一
位
　
平
井
　
明
子
さ
ん
（
岡
山
県
）

　
二
位
　
遠
藤
　
早
苗
さ
ん
（
米
子
市
）

　
三
位
　
田
中
亜
矢
子
さ
ん
（
岡
山
県
）

〈
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
〉

　
一
位
　
遠
藤
波
津
輝
さ
ん
（
米
子
市
）

　
溝
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

次
の
方
が
た
か
ら
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
見
舞
返
し
と
し
て

三
　
部
　
　
酒
井
由
美
子
　
様

　
荘
　
　
　
前
田
　
尚
子
　
様

　
荘
　
　
　
森
田
　
　
力
　
様

　
　
香
典
返
し

　
　
　
玉
串
料
返
し
と
し
て

父
　
原
　
　
深
田
　
　
賢
　
様

谷
　
川
　
　
木
島
　
伸
子
　
様

三
　
部
　
　
岡
田
　
一
雄
　
様

添
　
谷
　
　
神
庭
　
　
忍
　
様

長
　
山
　
　
井
上
　
徹
哉
　
様

宮
　
原
　
　
蘆
立
楽
智
子
　
様

　
　
一
般
寄
付
と
し
て

日
光
女
性
会
　
様

　（
日
光
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
売
上
金
）

　
二
月
十
二
日
、
「
ご
う
ぎ
ん
一
粒
の
麦
の
会
」
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
、
車
椅
子
三
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ご
う
ぎ
ん
一
粒
の
麦
の
会
」
は
、
地
域
社
会
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
を
表
す
た
め
に
山
陰
合
同
銀
行
な
ら
び
に
そ
の
関

連
会
社
の
役
職
員
か
ら
募
金
を
募
り
、
地
域
の
皆
様
に
奉
仕
を

続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
贈
呈
式
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
山
陰
合
同
銀
行
米
子

営
業
本
部
長
古
徳
常
務
と
溝
口
出
張
所
職
員
吉
川
さ
ん
よ
り
寄

贈
書
と
目
録
が
下
村
会
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
車
椅
子
は
、
利
用
さ
れ
る
方
の
背
中
の
形
状
に

合
わ
せ
て
背
シ
ー
ト
の
張
り
調
整
が
で
き
る
も
の
で
、
社
会
福

祉
事
業
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

溝口町社会福祉協議会では地域のみなさんの声を直
にお聞きするために、地域のご協力を得て毎年福祉
座談会を開催しています。
　２月２８日（土）午後６時より、荘二のみなさん
２９名に参加していただき、当協議会の社会福祉事業・
介護サービス事業、そして現在進めています岸本町
社会福祉協議会との合併の取組み状況の説明の後、
活発に質問・意見が交わされました。

▲様々な展示品に興味深く見入っていました

▲ゲレンデを軽快に滑ります

▲

み
ん
な
で
協
力
し
て
雪
積
み

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
車
椅
子

▲

▲事業を紹介するビデオを観て
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　　　　　　　　日光小学校　母の会

　　　　　　　　　　会長　森下　美代
　雪もようやくとけはじめ、少しずつ春も近

づいてきました。小学校も卒業式や春休みが

近づき子供たちも気がゆるむ時期となりました。

　　自転車事故や、自動車事故に気をつけて

ください。

　それと、一年生になるみなさん、交通ルー

ルを守って交通事故にあわないように気をつ

けてください。

　　　　　　　　日光保育所　母の会

　　　　　　　　　　会長　遠藤美登里
　連日、交通事故のニュースがたくさん流れ

てきます。先日も、保育所の帰りに事故に遭

い亡くなられたとのニュースがありました。

きちんと交通ルールを守っていても、車の方

から向かってくるという場合もあるので、運

転者である自分も気をつけなければと思います。

保育所でも指導していただいているのですが、

家庭でも、子供たちと道路の歩き方、横断歩

道の渡り方など、ことあるごとに話すように

しています。特に車で、出かける時、自然と

信号の話になります。車に乗っている時に見

る信号と歩いている時に見る信号の違いなど

いろいろ話をします。家の回りでは、あまり

車が通らないこともあり、回りの安全確認を

しないで道路に出てしまわないように注意し

ています。やはり、小さい時から子供たちに、

交通ルールを守り、「自分の命」を守ること

の大切さを教えていかなければと思います。

●自転車利用者は
　○自転車利用時の交通ルール及び交通マナーの正しい理
　　解と実践
　　1.交差点等における一時停止、安全確認の徹底
　　2.夜間における前照明灯点灯の徹底
　　3.二人乗り、傘差し、携帯電話使用等の危険性の再認
　　　識
　　4.歩道等通行時における歩行者保護の徹底
　　5.正しい駐車の徹底
●地域・学校関係では
　○駅前や商店街に自転車を放置しないよう啓発活動を積
　　極的に行う。
　○街頭活動等の機会に、自転車利用者に対する交通安全
　　指導や反射材の取り付けを行い、自転車事故の防止に
　　努める。
　○保育（幼稚）園、学校等では児童・生徒を対象とした
　　交通安全教室などを開催する。
　○学校で生徒の登下校時に交通安全指導に取り組む。
●関係機関・団体では
　○各種広報媒体や街頭活動を通じて、自転車の点検整備
　　の励行と反射材用品等の活用の広報活動を行う。

●運転者は
　○シートベルトを自ら正しく着用するとともに、助手席
　　同乗者のみならず、後部座席同乗者にも正しい着用を
　　促す。
　○乳幼児・児童を同乗させるときは、子どもの体格に合
　　ったチャイルドシートを正しく使用する。
●地域・家庭では
　○シートベルト及びチャイルドシート着用の必要性と効
　　果について話し合い、正しい着用を習慣づける。
　○回覧板やチラシなどの活用により、シートベルト（チ
　　ャイルドシート）の効果を周知するとともに、着用を
　　呼びかける。
●関係機関・団体では
　○街頭キャンペーンや広報誌（紙）、地域メディア、イ
　　ンターネット等を活用し、シートベルト及びチャイル
　　ドシートの着用の必要性とその効果について広報啓発
　　活動を強化する。
　○学校・保育（幼稚）園等では、幼児・児童・生徒にシ
　　ートベルト・チャイルドシートの効果を理解させ、必
　　ず着用するよう指導する。
　○保護者等に対し、チャイルドシートに関する講習会等
　　を開催し、着用の必要性・効果及び正しい取り付け方
　　法等の指導を徹底する。

年末の交通安全県民運動
（Ｈ15.12.16～Ｈ15.12.25）

溝口町のＡコープ駐車場に
おいて、街頭広報が行われ
ました。　　　　　　　　　
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菩
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（これは、溝口町国民健康保険に関するデータです。）

被保険者数

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

822人

345人

889人

11人増

2人増

2人増

増　減

★１２月末被保険者の状況

★１２月分の一人当たり診療費

世帯数　991世帯
被保険者数　2,056人

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000（円）

退職被保険者
17％

一般被保険者
40％

老人医療受給者
43％

ハローワーク根雨求人情報［3月分］

3月分の求人情報は、つぎのとおりです。
求人事業所名 所　在　地 職　種 年齢 賃　金 就業時間

8:30～17:30

9:00～13:00

9:00～18:00

ここに掲載された求人情報の問い合わせは次のとおりです。
米子公共職業安定所根雨出張所　　　　住　所　日野町根雨349-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　0859-72-0065
※掲載された時点で、既に求人が取り消しとなっている場合があり
　ますので、ご了承ください。

18,472

溝口町溝口

5-9

自動車

整備士

147,000

197,000
〜

215,000

片平自動車

工　業（有）

溝口町長山

152-1
言語聴覚士

（ST）
医療法人 萌生会

22

50
〜

8:30～17:00
10:00～19:00
16:30～ 9:00

45,233

不
問

150,000

280,000
〜

溝口町長山

152-1
正、准看護師医療法人 萌生会

不
問

1,500

（時給）

溝口町長山

152-1
薬剤師医療法人 萌生会

不
問

人
権
読
本
「
人
権
の
詩
Ⅱ
」
よ
り

▼
だ
れ
だ
っ
て
、
し
あ
わ
せ
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
仲
間
を
ば
か
に
し
た
り
、
は
じ
き
だ
し
た
り
、
い
じ

め
た
り
し
て
手
に
入
れ
た
し
あ
わ
せ
は
、
ほ
ん
と
う
の
し
あ
わ

せ
で
は
な
い
の
で
す
。
弱
い
立
場
の
仲
間
を
つ
つ
み
こ
ん
で
、

ほ
ん
と
う
の
し
あ
わ
せ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▼
自
分
の
幸
福
を
「
正
当
な
」
も
の
に
し
よ
う
と
欲
す
る
こ
と
は
、

他
人
の
犠
牲
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
ょ
う
。

▼
こ
の
文
章
は
、
ド
イ
ツ
の
有
名
な
社
会
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
ウ

ェ
ー
バ
ー
と
い
う
人
の
考
え
方
を
、
や
さ
し
く
訳
し
た
も
の
で
す
。

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ
な
人
は
、
自
分
が
し
あ
わ
せ
だ

と
い
う
だ
け
で
は
な
か
な
か
満
足
し
な
い

も
の
で
す
。
そ
れ
以
上
に
、
し
あ
わ
せ
な

人
は
、
他
人
と
く
ら
べ
て
自
分
が
し
あ
わ

せ
な
の
は
”
あ
た
り
ま
え
な
の
だ
“
と
考

え
た
り
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う

人
は
、
自
分
よ
り
も
し
あ
わ
せ
で
な
い
人

を
み
て
、
そ
の
人
は
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し

い
生
活
な
の
だ
と
考
え
た
り
し
ま
す
。
ず

い
ぶ
ん
、
ひ
と
り
よ
が
り
の
し
あ
わ
せ
だ

と
は
お
も
い
ま
せ
ん
か
。

16,697

国民年金に必ず加入しなければ
ならない人は、日本国内に住所がある20歳以上60歳未満の人たちです。

加入者（被保険者）は3種類。さて、あなたは？

20歳以上60歳未満の自営業、自
由業、学生など

国民年金保険料は、
自分で納めます。

市区町村の国民年金担当窓口で加
入の手続きをします。

厚生年金や共済組合に加入してい
る会社員・公務員など

国民年金保険料は厚生年金保険料、
共済組合掛金に含まれるので、自
分で納める必要はありません。　
　　　　　　　　　　　

勤務先が加入手続きをします。

20歳以上60歳未満の厚生年金や
共済組合の加入者に扶養されてい
る妻（夫）

国民年金保険料は、自分で納める
必要はありません。配偶者の加入
している制度全体が負担します。

配偶者の勤務先が加入手続きをします。

年金に関する届出は
どこで行うのですか？

手続きの際は、必ず届出先をご確認ください。
こんなときは、必ず届出を

こんなとき どうする 届出先

会社を退職したとき

結婚や退職等で配偶者の扶養になったとき

配偶者の扶養からはずれたとき

配偶者が会社をかわったとき

年金手帳をなくしたとき

口座振替を開始・停止・変更するとき

納付書を紛失したとき

保険料を納めるのが困難なとき

学生で保険料を納めるのが困難なとき

国民年金保険料を納めすぎたとき

65歳になったとき

国民年金に加入の手続きをする（被扶養配偶者も同様）

第3号被保険者への種別変更の手続きをする

第3号被保険者から第1号被保険者への種別変更の手続きをする

引き続き第3号被保険者となる手続きをする

再交付の手続きをする

口座振替納付（変更）申出書を提出する

納付書の再発行を申し出る

全額または半額免除の申請をする

学生納付特例の申請をする

国民年金保険料還付請求書の提出をする

老齢基礎年金の請求をする

市区町村の国民年金担当窓口

配偶者の勤務先

市区町村の国民年金担当窓口

配偶者の新しい勤務先

銀行・郵便局・農協・漁協・信用金庫・信用組合・労働金庫

社会保険事務所

市区町村の国民年金担当窓口

市区町村の国民年金担当窓口

社会保険事務所

第1号被保険者→市区町村の国民年金担当窓口
第3号被保険者→配偶者の勤務先

第1号被保険者期間のみ→市区町村の国民年金担当窓口
第3号被保険者期間を含む→社会保険事務所
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＝わたしたちの町　（3月1日現在）＝

　人　口　5,316人（前月比－3）
　　男　　2,524人（＋3）
　　女　　2,792人（－6）
　世帯数　1,572世帯（－1）
　面　積　100.40㎢
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記

日　　時　平成１６年４月１０日（土）
　　　　　午前１０時から午後４時まで

場　　所　米子市文化ホール　２階　研修室

相談内容　土地境界に関する無料相談会
　　　　　土地の境界に関する相談
　　　　　土地・建物の表示に関する登記
　　　　　　（土地分筆、建物新築等）の相談

相談方法　当日会場にて受付

　合併協議会の会議資料・会議録及び合併協議会だより
を自由に閲覧いただけますので、ご利用ください。
　閲覧ができる場所は、下記のとおりです。
　また、資料のコピーについては、各施設でお問い合わ
せください。

問い合わせ先　鳥取県土地家屋調査士会　事務局
　　　　　　　鳥取市西町1丁目３１４番地１
　　　　　　　TEL.（0857）22-7038

鳥取県土地家屋調査士会では、無料相談会を下記の要領で実施しますのでお気軽にご利用下さい。

溝口町立図書館、二部公民館、日光公民館

岸本町役場総務課、中央公民館、保健福祉センター

溝口町

岸本町

【相談日】
　　月曜日～金曜日
　　　　　午前９時～１２時
　　　　　午後１時～５時
【弁護士相談日】
　　毎週第１・３水曜日
　　　　　午後１時～４時
　（予約制・相談無料・面接のみ）
【相談先】
　　鳥取自動車保険請求相談センター
　　鳥取市今町１－１０３
　　住友生命鳥取ビル３階
　（電話　０８５７－２４－４２３３）
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